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序論 

運動学習の転移は運動学習の中の１つの現象で

あり、スポーツ心理学の領域である。心理学の科学は

近年発展したもので、運動学習に関する研究は１９

世紀の後半から行われていた。運動学習の転移の現

象は未だに明確には理解されていないが、様々な研

究や実験により、理論が書き改められてきていて、万

人の人に理解してもらえるようになろうとしている。 

このような苦境にある理由は、運動学習の転移とい

うものは様々な変数が相互に絡み合っているためで

ある。そのために運動学習の転移の結果に影響を与

えている。心理学的要因、生理学的要因、力学的要

因、様々なものが運動学習の転移の結果に影響を与

えている。運動学習の転移が起こるのに一番大切な

ことは、２つの運動間の類似性である。 

 

目的 

この研究を行う理由は、スポーツ心理学がまだまだ

研究過程にあるので、その最先端に足を踏み入れ、

スポーツ心理学の発展と共に何かを感じ、実際に実

験を行い、学んでいきたかったからである。 

そこで大学３年の時、運動学習の転移実験の英語

論文を読み、その実験で起こったことに興味を持ち、

実際に自分で実験を行って確かめたかったからであ

る。本研究の目的は、運動学習に転移が起こるかどう

かを確かめるものである。 

 

方法 

１８～２２歳の大学ソフトボール部女子２１人を対象

に実験を行った。２１人全員過去にサッカー経験を持

たない初心者とした。始めに２１人全員に preテストを

行い、そのテストの結果から３つの均等なグループを

作り、その３つのグループにそれぞれの課題を４週間

与えた。課題を与え終わった４週間後、preテストと同

じ内容の post テストを行った。pre テストの結果と

post テストの結果を比較して、運動学習に転移が起

こったのかを検討した。 

pre テストは、リフティング課題と的寄せキック課題

の２つの課題から成る。リフティングは両足の甲を使

用し、何回リフティングができたかを数えた。地面に

ボールを落とすまで行い、これを１０回行った。的寄

せキックは利き足のインサイドキックを使用し、２０ｍ

離れた的であるコーンに、どれだけボールを近づけら

れるかを測った。これを５回行った。 

３つの均等なグループは、リフティング群、観察群、

コントロール群とし、リフティング群には４週間毎日で

はないが、部活の後に１０分間リフティングを練習さ

せ、身体的な練習効果を与えるものとした。観察群に

はリフティング群が行うリフティングを観察させ、心理

的な練習効果を与えるものとした。コントロール群に

は何も行わせないで、他の群との差を図った。リフテ

ィングの練習効果を与えることで、その技術が転移し

て、的寄せのキック技術が向上するのかを見ることと

した。 

 

結果 

リフティング群に運動学習の効果を有意に与えるこ

とができたが、転移は有意に起こらなかった。 

観察群に運動学習の効果を有意に与えることがで

きたが、転移は有意に起こらなかった。 

コントロール群に有意な変化を与えなかった。 

 

考察 

なぜ転移が起こらなかったのかは、様々なことが考

えられた。２つの運動間の類似性が弱かったことや、

実験対象者を初心者としたことに理由があると考え

た。 

リフティング群に有意な転移は起こらなかったもの

の、リフティングが上達すれば、的寄せも上達すると

いう相関で、有意確率で有意な差は出なかったが、

相関係数ではかなりの相関が見られた。これによって、

心理的な練習効果を与えるよりも、身体的な練習効

果を与えた方が、転移傾向にあると考えた。 

 

結論 

今回の実験で転移は有意に起こらなかったが、リ

フティング群においてかなりの相関が見られたので、

身体的な運動学習を与えることで転移傾向にあること

がわかった。 

又、身体的な練習を行わなくても、心理的な練習

のみで運動学習の効果を得ることができる。しかし、

身体的な練習効果を与えた方が、運動学習が起こり

やすい。

 
 


